
慶應義塾大学言語文化研究所  2018年度公開講座

墓碑銘、戦勝記念碑、器に書かれた
文字、はたまた壁の落書きなど、実に
様々な形で残されている「碑文」は、
古代ローマ世界の息吹をダイレクトに
私たちに伝えてくれるものであり、
また、もう一方の重要な資料である
古典文学作品にはあまり現れてこない
様相に、光を当ててくれるものでもあ
ります。本公開講座では、碑文を主な
資料として活発な研究をしておられる
三人の研究者の方々に、碑文研究の面
白さをたっぷり語っていただきます。

ＪＲ山手線・京浜東北線…田町駅下車（徒歩 8分）
都営地下鉄　浅草線・三田線…三田駅下車（徒歩 7分）
都営地下鉄　大江戸線…赤羽橋駅下車（徒歩 8分）

大清水 裕  氏 （滋賀大学准教授）
「北アフリカ出土碑文に見る
　 　ローマ皇帝ハドリアヌスと軍隊」

志内 一興  氏 （武蔵野音楽大学講師）
「ローマ人の墓石は語る－
　 　2000 年前からのメッセージ」

中川 亜希  氏 （上智大学准教授）
「イタリアの聖域と社会」

慶應義塾大学言語文化研究所
〒108-8345  東京都港区三田 2-15-45　TEL：03-5427-1595　 

アクセス

お問い
合わせ先

［第 1回］

［第 3回］

14：00～16：00

［第 2回］

14：00～16：00

14：00～16：00

会　場：慶應義塾大学 三田キャンパス 北館ホール
受講料：無料 申込不要、直接会場にお越しください
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